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タスクフォース

「コロナ禍における大学と研究機関の情報部門
の活動」の報告

香川大学創造工学部創造工学科 教授
香川大学情報メディアセンター DX推進部門 部門長
CDO（Chief Digital Officer）
学長特別補佐

八重樫 理人
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タスクフォースの活動の概要
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1. 前タスクフォース
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1. 前タスクフォース
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「大学経営層への提言」と大きく出ました！
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1. 前タスクフォース
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大学の抱える課題は千差万別で答えは一つではない
（答えを追い求めるのではなく，問いを出し続け議論することだ大事）
→個々のメンバーの個人的な見解集めたカタログ的な報告書
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1. 前タスクフォース

6

八重樫的まとめ
成果を上げるものは「個人」．「個人」である教職員それぞれの質，創造性，
多様性を高め，成果をあげる仕組みが必要である．その「個人」がある程度
おなじ方向を歩むための指針として「建学の精神」などがそれになり得る

北海道大 杉木先生
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1. 前タスクフォース
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八重樫的まとめ
「研究者支援」はこれまでの情報部門がになってきたが，「研究支援」にも
手を広げ，「コストセンター」から研究成果を生み出す「プロフィットセンター」
への変革が必要

広島大 近堂先生
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1. 前タスクフォース
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八重樫的まとめ
情報部門の業務は，情報工学を専門とする学生にとってはもっとも身近な業務
の「現場」であるにも関わらず，それらが活用できていない．現場だからこそ
学べるものがあるはず（教職協働から教職学協働へ）

東京農工大 三島先生
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1. 前タスクフォース

9

八重樫的まとめ
BYOD（Bring Your Own Device）を推進する大学が増えている状況を踏まえ
，多くの大学で実施しているトラブルシューティングによるヘルプデスク対応
では，「マイナス状態からニュートラルに戻すにすぎず，『困ったときの便利
屋さん』のような扱いになりかねない」

大阪教育大 尾崎先生
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1. 前タスクフォース
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八重樫的まとめ
地方国立大学には，地域の教育研究力全体の向上を促す取り組みの実施が求め
られている．しかしながら単独の大学では必要なリソースの確保に限界がきて
おり，それらをシェアリングすることで大幅な効果が期待できる．また人材育
成についても同様で，そのための人材育成を促す仕組みが必要である

香川大 八重樫
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1. 前タスクフォース

11

八重樫的まとめ
「情報部門は先端的な計算機科学の成果を現実世界における応用と結びつけ，
あるいは情報通信技術を用いて複数の学問領域を横断的に接続し，新たな
学問領域を開拓するポテンシャルを有する部門」になれる可能性がある

国立情報学研究所 柏崎先生
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1. 前タスクフォース
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八重樫的まとめ
「外部の力を活用して超上流工程により多くのリソースを割き，適正な学内
システムを企画設計・評価する立場へ変革」

富士通株式会社
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2. 本タスクフォース
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2. 本タスクフォース
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2. 本タスクフォース
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https://www.waseda.jp/wits/info/index.html

・Teach Anywhere, Learn Anywhereを通した情報共有
・若い先生を中心とした新しい講義形態の広がり
・アフターコロナにおけるICT環境とDX推進

（山名先生発表資料より）

八重樫的まとめ
個々の教員の頑張りだけでなく，組織的としてきちんと方向性を示して
いくことも重要（スターシステムではなく，チームとしての方向性）



Copyright 2021 Kagawa University  Yaegashi Laboratory  

2. 本タスクフォース
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八重樫的まとめ
学生の視点（授業への参加方法は学生がきめる）による授業デザイン
→大学は誰のためなのかを今一度考える必要がある

https://www.meiji.ac.jp/koho/natural-disaster/6t5h7p00003a65m8.html
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2. 本タスクフォース

17

八重樫的まとめ
教員・職員・学生とそれぞれに必要な取り組みを着実に推進
（全体を見ることができる人が組織には必ず必要）



Copyright 2021 Kagawa University  Yaegashi Laboratory  

2. 本タスクフォース
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・教職員・学生のICTスキルが（少しだけ）上がった
・お金をかけなければいけない場所、かけなくても
よい場所が明確になる

（与田様発表資料より）

八重樫的まとめ
・職員のマインドが顕在化された部分もあるのではないか
・本当に必要な部分も顕在化された

http://campus.seisen-u.ac.jp/
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2. 本タスクフォース
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オンライン教育に必要なインフラ整備は各大学でほぼ同じ
→そこを議論しても面白くないなぁ
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2. 本タスクフォース
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八重樫的まとめ
・個々の能力の向上が促された
・やる気のある教職員が可視化された

広島大 近堂先生
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2. 本タスクフォース
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八重樫的まとめ
・組織の中で情報部門がすべき役割が明確になってきた

東京農工大 三島先生
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2. 本タスクフォース
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八重樫的まとめ
・単にオンラインに置き換えるだけでなく，その価値向上にむけて
検討することも情報部門には求められる

大阪教育大 尾崎先生
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2. 本タスクフォース
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八重樫的まとめ
・組織として本当にすべきこととが明らかになった
（しなくてもいいこともわかった）

・個のスキルやマインドも変わった
（能力向上が促されただけでなく，やる気のあるマインドをもった個
が可視化された）

・やる気のある個と個の組み合わせによる新しい何かが生まれる予感が
感じられた

・新しい何かが生まれるための仕組みづくりが必要
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3. 香川大学情報メディアセンター DXラボ
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図 香川大学のデザイン思考プロセス

・ユーザーに寄り添う
・コンセプトを作る
・プロトタイプを作る

デザイン思考能力

デジタル化・DX化推進にデザイン思考プロセスを適用
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3. 香川大学情報メディアセンター DXラボ
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学んだ専門分野の知識を社会へ還元するための取り組みを実施

→アイデア創出されるが，そのアイデアが本当に役に立つか
どうかを検証する取り組みができなかった
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3. 香川大学情報メディアセンター DXラボ
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%8
3%89%E9%96%8B%E7%99%BA%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%83%E3%83%88%E
3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A0

コンピュータ・プログラミングの代わりに，グラフィカル・ユーザー・
インターフェースと設定を通じてアプリケーション・ソフトウェアを作成
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Microsoft 365

Microsoftの提供するofficeアプリや
クラウドサービスなどの総称

Microsoft Power Platform

ノーコード/ローコード開発プラットフォーム
様々なアプリケーションの開発を実現する

①Microsoft Power Automate

②Microsoft Power Apps

③Microsoft Power BI

④Microsoft Power Virtual Agents

https://www.microsoft.com/ja-jp/microsoft-365/what-is-microsoft-365

3. 香川大学情報メディアセンター DXラボ
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3. 香川大学情報メディアセンター DXラボ
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業務システム開発ハンズオン（5/10）
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3. 香川大学情報メディアセンター DXラボ
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業務システム開発ハンズオン（5/10）
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3. 香川大学情報メディアセンター DXラボ
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「問題分析」から「アイデア創出」を教職学が連携して実施

学生体験調査（2021/4/13），職員体験調査(2021/4/27)
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3. 香川大学情報メディアセンター DXラボ
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プロトタイプシステム評価会（2021/05/18）

動くプロトタイプを学生が開発し，現場職員による「検証」
→開発期間は1週間弱，今後実際の現場での評価実験を実施予定



Copyright 2021 Kagawa University  Yaegashi Laboratory  

3. 香川大学情報メディアセンター DXラボ
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システム名

現在の状況

何に困っている

◼ 申請書が手書きで作成者の負荷が高い
◼ 申請内容チェックを各部門総務担当がおこなっており，全学的に一定数の業務負
荷がある

■手当の計算は，給与福利担当者が手動でおこなっている
■手当額は申請者に通知されず，翌月の給与明細によってはじめて知らされる

効果(KPI)

通勤/住宅/単身赴任手当申請システム

誰が困っている

◼ 必要なドキュメントテンプレート（手書き）に，必要事項を入力してもらう形態
（手書の申請書を学内便にて受付）

◼ 通勤手当/住宅手当/単身赴任手当など各種手当については，申請書類から担当者
が手動計算

◼ 申請ドキュメント（紙ドキュメント）とそれに基づいた算出結果は，決裁者（
給与福利Gリーダー）が押印で決裁

総務担当者、給与福利担当者、申請者（教職員）

解決方法

総務担当者のチェック時間の短縮（XX分→XX分）
給与福利担当者の計算時間の短縮（XX分→XX分）
申請者の申請時間短縮（XX分→XX分)

◼ 申請フォームから各種申請を受付，担当者あてに送信されるシステム
◼ 申請内容から各種手当等が自動計算される（通勤手当については，Web APIを
使って自動計算する方法を採用）

◼ 申請結果（手当の額）については，申請者にメールにて結果が通知される

案件No. 1
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3. 香川大学情報メディアセンター DXラボ

33図 通勤届（様式） 図 通勤届フォーム
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3. 香川大学情報メディアセンター DXラボ
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図 担当者への承認メール

図 結果通知メール
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3. 香川大学情報メディアセンター DXラボ
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①Formsに情報を入力する

トリガー

②Formsに入力された情報を取得する

③手当支給要件のチェック

⑦申請者に結果をメールで通知する

⑧SharePointに結果を記録する

アクション

④経路情報の取得

⑤手当支給額の計算

⑥担当者に承認メールを送信する

図 通勤届自動受付
システムフロー
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3. 香川大学情報メディアセンター DXラボ
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システム名

現在の状況

何に困っている

◼ 申請内容のチェック，Web版（オンライン）とExcel版（オフライン）への
データ入力を手動でおこなっており，人為的ミスによるダブルブッキング
の発生が報告されている

◼ スケジューラー等の利用も検討したが，学生が自由に予約できるとドタ
キャンなどの増加が懸念される

◼ 現在の既存システムへの割り込みは困難

効果(KPI)

オンライン選考用個室BOX予約システム

誰が困っている

◼ 予約状況はWebで確認できる
◼ 申請は手書きの申請書に必要事項を記入してもらい，窓口に提出する形式
◼ 申請内容をWeb版（オンライン）とExcel版（オフライン）の両方に担当者

が入力

担当者（学生支援G職員），申請者（学生）

解決方法

学生支援G担当者のチェック時間の短縮（XX分→XX分）
予約状況の記載ミスによるトラブルの削減
申請者の申請時間短縮（XX分→XX分)

■申請フォームから個室予約（30分を上限）を受け付けるシステム
■Outlook予定表から現在の予約状況を確認し，空いている時間を予約する
■予定表に記載後，予約完了について申請者にメールで通知される

案件No. ２
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3. 香川大学情報メディアセンター DXラボ
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システム名

現在の状況

何に困っている

◼ 担当部署が一斉にメールを送るため，教員には専門外の公募情報もメールで通知さ
れる

◼ メールでの周知のため，締め切り前と締め切り後の公募情報が混在している
◼ 外部研究資金の担当部署が複数あり，大学全体の公募件数・採択件数の把握ができ

ない

効果(KPI)

外部研究資金公募情報共有システム

誰が困っている

◼ 外部研究資金に関する情報は，一斉メールにて教員に周知される
◼ 専門外の研究資金に関する情報もすべての教員に周知される
◼ ２か月先や３か月先が締め切りの公募情報もあり，気づいた時には締め切りが過ぎ

ていたケースも報告されている
◼ 外部研究資金の担当部署は複数にまたがっており，それぞれが別々に周知をおこ

なっている（例：研究協力，地域連携，国際グループ）

教員（外部資金の応募を検討している），職員（外部研究資金担当）

解決方法

申請者の情報取得時間（XX分→XX分)
公募件数（XX件→ XX件）
採択件数（XX件→ XX件）

◼ 外部研究資金担当が登録した公募情報を一覧できる掲示板
◼ 新着公募のメンション，研究費の分類，締め切り後に募集中リストから削除を自動

でおこなう
◼ 締め切り後の公募については，過去の公募リストに自動登録

案件No. 3
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3. 香川大学情報メディアセンター DXラボ
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システム名

現在の状況

何に困っている

◼ 科研費公募に関する問い合わせ件数が多く，担当職員の負荷が高い
◼ 席を外している時など，対応できない時間がある
◼ 部署移動時に，過去の問い合わせ内容などの引継ぎがおこなわれない

効果(KPI)

研究費問い合わせ回答システム

誰が困っている

◼ 外部研究資金に関する情報は，一斉メールにて教員に周知されている
◼ 科研費公募については，メールや電話での問い合わせ対応をおこなっている
◼ 外部研究資金は担当部署が複数（例：研究協力，地域連携，国際グループ）ある

教員（外部資金の応募を検討している），職員（外部研究資金担当）

解決方法

教員の問い合わせ待機時間（XX分→XX分)
職員の問い合わせ担当時間（XX分→XX分)
後任職員への引き継ぎ時間（XX分→XX分)

◼ チャットボットを用いて、問い合わせに自動回答（過去の問い合わせよりデータ
ベースを作成）

◼ チャットボットで解決できない場合は，担当者へ取り次ぎをおこなう

案件No. 4
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4. おわりに

八重樫的まとめ（再掲）
・組織として本当にすべきこととが明らかになった
（しなくてもいいこともわかった）

・個のスキルやマインドも変わった
（能力向上が促されただけでなく，やる気のあるマインドをもった個
が可視化された）

・やる気のある個と個の組み合わせによる新しい何かが生まれる予感が
感じられた

・新しい何かが生まれるための仕組みづくりが必要

現在最終報告書を作成しております
→柏崎先生はやくだしてね・・・・


